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が
り
を
見
せ
た
ヘ
ン
プ
産
業
の
芽
を
摘

み
、
完
全
に
葬
り
去
っ
た
の
は
マ
リ
フ
ァ

ナ
課
税
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
マ
リ
フ
ァ

ナ
と
い
う
単
語
は
、
元
々
メ
キ
シ
コ
の
大

麻
タ
バ
コ
を
意
味
す
る
俗
語
で
あ
る
。
19

世
紀
後
半
に
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
移
民
が
増

え
て
、
マ
リ
フ
ァ
ナ
喫
煙
の
風
習
が
徐
々

に
広
ま
っ
て
い
た
が
、
米
国
政
府
は
１
９

３
２
年
に
統
一
麻
薬
法
で
ア
ヘ
ン
と
同
様

に
大
麻
を
麻
薬
に
指
定
し
た
。
さ
ら
に
37

年
に
制
定
さ
れ
た
マ
リ
フ
ァ
ナ
課
税
法
で

は
、
用
途
に
関
係
な
く
大
麻
製
品
１
オ
ン

ス
（
約
30
ｇ
）
に
つ
き
１
０
０
米
ド
ル
と

い
う
法
外
な
課
税
を
義
務
付
け
、
事
実
上

の
使
用
禁
止
に
追
い
込
ん
だ
。

こ
の
連
邦
法
が
議
会
で
十
分
な
審
議
を

さ
れ
ず
に
科
学
的
根
拠
が
曖
昧
な
ま
ま
承

１
９
３
０
年
代
ま
で
は 

愛
国
作
物
だ
っ
た

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
世
界
的
に
ヘ

ン
プ
の
栽
培
禁
止
の
流
れ
を
つ
く
っ
た
米

国
だ
が
、
植
民
地
時
代
か
ら
布
や
ロ
ー
プ

類
の
確
保
の
た
め
に
ヘ
ン
プ
栽
培
を
推
進

し
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。
１
７
７
６
年
の

独
立
宣
言
の
草
案
は
ヘ
ン
プ
紙
で
つ
く
ら

れ
て
い
た
し
、初
代
大
統
領
の
ジ
ョ
ー
ジ
・

ワ
シ
ン
ト
ン
も
第
３
代
大
統
領
の
ト
ー
マ

ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
も
、
共
に
ヘ
ン
プ

農
家
の
出
身
だ
。
ま
た
、
現
在
の
１
０
０

米
ド
ル
紙
幣
に
描
か
れ
て
い
る
ベ
ン
ジ
ャ

ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
は
、
米
国
初
の
製

紙
工
場
を
立
て
て
、
古
く
な
っ
た
ヘ
ン
プ

の
ボ
ロ
布
か
ら
ラ
グ
・
ペ
ー
パ
ー
を
つ
く

る
事
業
を
興
し
た
。
金
を
求
め
て
西
海
岸

へ
移
民
が
増
え
た
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の

と
き
に
は
、
幌
馬
車
に
使
っ
て
い
た
ヘ
ン

プ
製
の
丈
夫
な
生
地
を
採
掘
作
業
員
の
衣

服
に
利
用
し
た
も
の
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ

た
。
後
に
世
界
的
ジ
ー
ン
ズ
メ
ー
カ
ー
と

な
っ
た
リ
ー
バ
イ
ス
の
創
業
時
の
ビ
ジ
ネ

ス
も
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

全
米
の
な
か
で
も
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

は
、
ロ
シ
ア
産
の
輸
入
ヘ
ン
プ
よ
り
地
場

産
を
増
や
す
た
め
に
１
８
０
０
年
代
初
頭

か
ら
栽
培
を
奨
励
し
た
。
１
８
５
０
年
の

全
米
調
査
で
は
、
栽
培
面
積
が
８
０
０
ha

以
上
の
農
園
が
８
３
２
７
カ
所
あ
っ
た
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
南

北
戦
争
以
降
、
ヘ
ン
プ
栽
培
の
多
く
は
綿
花

に
代
替
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
加
工
段

階
で
の
機
械
化
の
研
究
は
密
か
に
続
け
ら

れ
た
。
１
９
１
７
年
に
開
発
さ
れ
た
シ
ュ

リ
ヒ
テ
ン
皮
剥
機
は
、
従
来
ヘ
ン
プ
か
ら

繊
維
を
と
る
た
め
に
池
や
川
で
行
な
っ
て

い
た
浸
水
作
業
を
せ
ず
と
も
、
農
場
で
機

械
的
に
分
離
で
き
る
点
で
画
期
的
だ
っ
た
。

ヘ
ン
プ
の
需
要
が
陰
り
を
見
せ
た
頃
に

業
界
に
光
明
を
照
ら
し
た
の
は
、
自
動
車

産
業
の
育
て
の
親
と
も
称
さ
れ
る
ヘ
ン
リ

ー
・
フ
ォ
ー
ド
で
あ
る
。
石
炭
や
石
油
な

ど
の
化
石
資
源
で
は
な
く
、
ヘ
ン
プ
の
よ

う
な
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資
源
）
を
使
う

べ
き
だ
と
い
う
考
え
の
下
、
１
９
３
０
年

代
に
車
体
に
ヘ
ン
プ
繊
維
を
、
燃
料
に
ヘ

ン
プ
オ
イ
ル
を
使
っ
た
「
土
に
還
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
カ
ー
」
を
開
発
し
、
試
作
車
を

41
年
に
発
表
し
た
の
だ
（
図
１
）。
こ
の

取
り
組
み
に
注
目
し
た
雑
誌
『
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
・
メ
カ
ニ
ッ
ク
ス
（
38
年
２
月
号
）』
は
、

ヘ
ン
プ
を
“
新
た
な
10
億
ド
ル
産
業
の
作

物
”
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
記
事
で
は
ヘ

ン
プ
か
ら
２
万
５
０
０
０
種
類
の
製
品
が

で
き
る
と
紹
介
さ
れ
、
世
界
中
の
ヘ
ン
プ

起
業
家
は
い
ま
で
も
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
愛
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
現

在
の
紙
幣
価
値
に
換
算
す
る
と
約
10
兆
円

規
模
に
相
当
す
る
。

大
麻
撲
滅
運
動
で
下
火
に

バ
イ
オ
マ
ス
原
料
と
し
て
再
び
盛
り
上

米国①
幻の“10 億ドル産業の作物”
栽培禁止から解禁への道のり

第  回6
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図１：フォード社が開発した「土に還るオーガニックカー」
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あ
れ
ば
、
Ｔ
Ｈ
Ｃ
濃
度

０
・
３
％
未
満
の
品
種

を
栽
培
で
き
る
「
２
０

１
４
年
産
業
用
ヘ
ン
プ

農
業
法
」（
連
邦
法
）

が
制
定
さ
れ
た
こ
と

だ
。
こ
の
制
度
を
利
用

し
て
各
州
で
栽
培
が
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

17
年
に
は
研
究
栽
培
だ

け
で
全
米
で
約
７
９
０

０
ha
規
模
と
な
り
、
19

州
で
栽
培
、
32
大
学
が

研
究
に
参
画
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
産
業
用

ヘ
ン
プ
の
栽
培
を
合
法

化
し
て
い
る
州
は
36
州

あ
り
（
図
３
）、
栽
培

免
許
の
取
得
者
は
１
４

５
６
人
に
の
ぼ
る
。

な
か
で
も
州
を
挙
げ

て
大
規
模
な
試
験
栽
培
を
行
な
っ
て
い
る

の
は
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
で
あ
る
。
戦
時
中

に
も
軍
用
ロ
ー
ブ
の
需
要
た
め
に
一
時
的

に
解
禁
し
て
ヘ
ン
プ
を
２
万
ha
栽
培
し
て

い
た
が
、
戦
後
は
禁
止
さ
れ
て
タ
バ
コ
産

地
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
的

な
禁
煙
の
流
れ
か
ら
代
替
作
物
と
し
て
再

び
産
業
用
ヘ
ン
プ
に
注
目
し
て
い
る
と
い

う
わ
け
だ
。
14
年
に
13
ha
で
研
究
栽
培
を

開
始
し
、
17
年
に
は
１
２
１
４
ha
に
ま
で

拡
大
し
た
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
立
大
学
に

よ
る
と
、
Ｅ
Ｕ
や
カ
ナ
ダ
の
13
品
種
を
導

入
し
て
栽
培
密
度
、
施
肥
量
や
収
穫
量
の

違
い
な
ど
を
研
究
し
、お
も
に
食
品
、建

材
、Ｃ
Ｂ
Ｄ
製
品
を
対
象
と
し
た
事
業
展

開
を
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
連
邦
法
と
し
て
も
新
た
な
動
き

が
あ
る
。
18
年
4
月
に
商
業
栽
培
を
合
法

化
す
る
法
案
が
議
会
に
提
出
さ
れ
た
。
Ｔ

Ｈ
Ｃ
濃
度
が
低
い
産
業
用
品
種
を
医
療
用

と
嗜
好
用
と
は
“
別
も
の
”
と
し
て
判
断

で
き
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
っ
て
い
る
。

認
さ
れ
た
背
景
に
は
、
新
聞
や
広
告
を
使

っ
て
「
マ
リ
フ
ァ
ナ
＝
殺
人
草
」
い
う
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
先
導
し
て
い
た
ハ
リ
ー
・

ア
ン
ス
リ
ン
ガ
ー
（
図
２
）
が
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。
米
国
麻
薬
取
締
局
長
官
を

31
年
か
ら
62
年
ま
で
の
32
年
間
と
い
う
長

き
に
わ
た
っ
て
務
め
た
人
物
で
、
彼
が
熱

心
に
撲
滅
運
動
を
指
揮
し
た
の
は
、
33
年

の
禁
酒
法
の
廃
止
に
伴
い
、
そ
の
取
り
締

ま
り
に
当
た
っ
て
い
た
役
人
（
自
ら
の
部

下
た
ち
）
の
雇
用
対
策
と
部
局
の
予
算
確

保
の
た
め
で
あ
る
。
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
黒
人

と
結
び
つ
け
る
人
種
差
別
や
、
移
民
の
娯

楽
で
あ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
が
治
安
の
悪
化
を

招
く
と
す
る
移
民
排
斥
の
思
想
と
も
絡
ん

で
い
た
。
さ
ら
に
、『
大
麻
草
と
文
明
』（
築

地
書
館
）
に
よ
れ
ば
、
開
発
さ
れ
た
ば
か

り
の
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
化
学
繊
維
や
木
材

を
原
料
と
す
る
化
学
パ
ル
プ
を
普
及
す
る

た
め
に
、
ヘ
ン
プ
産
業
を
排
除
す
る
力
が

働
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
よ
う
だ
。

世
界
的
な
自
動
車
会
社
に
成
長
し
た
フ

ォ
ー
ド
社
が
こ
の
時
代
に
化
石
資
源
で
は

な
く
ヘ
ン
プ
を
選
択
し
て
い
た
ら
、
地
球

環
境
問
題
を
回
避
で
き
た
の
で
は
な
い

か
。
21
世
紀
の
い
ま
に
し
て
思
え
ば
、
歴

史
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
と
こ
ろ
だ
。

州
法
か
ら
始
ま
っ
た 

ヘ
ン
プ
栽
培
の
合
法
化

現
代
に
お
け
る
米
国
内
で
の
ヘ
ン
プ
の

商
業
栽
培
の
禁
止
は
、
70
年
に
制
定
さ
れ

た
規
制
物
質
法
に
よ
る
。
こ
の
法
律
は
61

年
に
制
定
さ
れ
た
国
際
条
約
の
「
麻
薬
の

単
一
条
約
」
を
受
け
た
米
国
内
の
実
施
立

法
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
大
麻
草
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
Ⅰ
「
最
も
危
険
性
が
高
く
、
医

学
用
途
な
し
」
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
州
法
レ
ベ
ル
で
産
業
、
医
療
、
嗜

好
の
用
途
別
に
合
法
化
に
向
け
た
動
き
が

加
速
し
て
い
る
た
め
、
連
邦
法
と
州
法
で

見
解
が
一
致
し
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え

て
い
る
。

興
味
深
い
の
は
、
栽
培
が
規
制
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
隣
国
の
カ
ナ
ダ
や
中
国
か

ら
の
ヘ
ン
プ
製
品
の
輸
入
と
流
通
は
合
法

な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
市
場
規
模
は
、
16

年
時
点
で
７
７
８
億
円
に
及
ぶ
。
ボ
デ
ィ

ケ
ア
商
品
が
24
％
、
食
品
が
19
％
、
Ｃ
Ｂ

Ｄ
製
品
が
19
％
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
が
４
％

で
健
康
に
関
わ
る
用
途
が
６
割
を
超
え
て

い
る
。

こ
う
し
た
矛
盾
も
近
年
、
関
係
者
の
努

力
が
実
っ
て
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
特
筆
す

べ
き
は
、
14
年
に
農
業
者
が
大
学
等
の
研

究
機
関
と
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

図２：大麻禁止の元凶、
　　　ハリー・アンスリンガー氏

図３：州別の産業用ヘンプへの対応（2017年）
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